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1. 総 則 

 

本施工手順書はシスイドンを注入止水工事に使用するにあたり､品質確保及び安全を目的として作成

した。 

 

 

2. 工 事 概 要 

 

 

1）工 事 名 称  

  

 

 

 

2）工 事 場 所  

 

 

 

3）工 期 自   平成    年   月  日 

 至   平成    年   月  日 

 

 

4）工 事 内 容  

    

   

 

   

   

   

5）工 法 シスイドン工法 

 

 

 

○○○内
  

○○○工事 
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3. 施工管理体制 
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4. 使用材料  

 

１）  疎水性止水剤 : 2 液混合型発砲ｳﾚﾀﾝ樹脂 

シスイドン  

項 目 基剤 触媒 

配 合 比 

（重量比） 
100 2.5 

入 り 目 
300g 

(計量済) 

7.5g 

(計量済) 

製業者＝サンユレック㈱ 

 

 

 

  2)    荷姿写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           (写真-1) 荷姿写真 (パウチ梱包)              (写真-2) 開封写真 (基剤 ･ 触媒) 
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5. 施工手順フローチャート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) 仕上げ 

 

 

1) 現 場 調 査  

2) 養生･ﾏｰｷﾝｸﾞ 

3) 注入孔削孔･清掃 

7) 清 掃 

8) ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟの保管 

4) 注入ﾌﾟﾗｸﾞ取付 

5) 樹 脂 注 入  
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6. 施工手順説明 

1)現場調査 

  ･漏水の原因となっているｸﾗｯｸやｺﾝｸﾘｰﾄの打ち継ぎ目の幅や長さを確認する｡ 

  ･豆板等の漏水の原因となり得る箇所を調査する｡また､ｺﾝｸﾘｰﾄの劣化状況も状況によって 

   調査する｡ 

使用道具: ﾃｽﾄﾊﾝﾏｰ ･ ｸﾗｯｸｽｹｰﾙ等 

 

2)養生･ﾏｰｷﾝｸﾞ 

  ･状況や仕様に応じて削孔する位置を決定し､削孔長さと削孔角度を決定する｡ 

  ･施工箇所の周辺が汚れないように､ｼｰﾄなどで養生する｡ 

     使用道具: ﾁｮｰｸ ･ ﾏｽｶｰ ･ 養生ﾃｰﾌﾟ等 

 

3)注入孔削孔･清掃 

  ･ﾏｰｷﾝｸﾞ済みの漏水部の奥を貫くような角度で 100～400mm 程度の深さで削孔する｡ (写真-3) 

使用道具: ﾊﾝﾏｰﾄﾞﾘﾙ等   推奨ﾄﾞﾘﾙﾋﾞｯﾄ  φ10mm 

･注入孔内部に溜まった粉塵をﾌﾞﾛﾜｰ等で除去する｡ 

     使用道具: ﾌﾞﾛﾜｰ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                (写真-3)   削孔状況 

 

4)注入ﾌﾟﾗｸﾞの取付 

  ･注入孔に逆止弁付きの注入ﾌﾟﾗｸﾞを挿入し､ﾚﾝﾁ等で十分に締め付けて固定する｡(写真-4) 

         推奨ﾌﾟﾗｸﾞ φ10mm×70～80mm        

        使用道具: 注入ﾌﾟﾗｸﾞ ･ ﾚﾝﾁ等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            (写真-4) 注入ﾌﾟﾗｸﾞの設置状況 
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5)樹脂注入 

･基剤に触媒を添加し十分に混合する｡ (写真-5) 

･基剤及び触媒は計量済みであり､現場で秤を使用する事無く施工を行う事が可能｡ 

･基剤に触媒を全量添加し､基剤の蓋を閉めて３分程度手で容器を振って混合する｡ (写真-6) 

･触媒は青色に着色しており､基剤と触媒の混合状況を目視で確認する事が出来る｡ 

･ｸﾞﾘｽｶﾞﾝに容器(基剤)を装着する｡ (写真-7) 

   ･ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟの先端ﾉｽﾞﾙに詰まりや不良がある場合は先端ﾉｽﾞﾙを新品に交換する｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           (写真-5) 触媒の添加状況                    (写真-6) 基剤と触媒の混合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(写真-7) ｸﾞﾘｽｶﾞﾝに装着 

 

 

  ･ｸﾞﾘｽｶﾞﾝを使用して止水剤をﾌﾟﾗｸﾞに注入する｡ (写真-8) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    (写真-8) 注入状況 

 

先端ﾉｽﾞﾙに詰まり･不良

等がある場合は､新品と

交換する｡ 
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  ･なお､縦方向のｸﾗｯｸは最下部より注入し､漏水部からの樹脂の流失を確認したら､上部にあ 

る次のﾌﾟﾗｸﾞに樹脂を順次注入する｡ 

･躯体表面から樹脂が溢れ出したら注入を終了する｡ (写真-9) 

      使用道具: ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟ(蛇腹容器 400g 用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 (写真-9) 注入完了 

 

 

6)仕上げ 

･樹脂の硬化を確認し､注入ﾌﾟﾗｸﾞを撤去する｡ 

  ･注入ﾌﾟﾗｸﾞを撤去した注入孔を塞ぐ為､ﾓﾙﾀﾙ･水中ﾎﾞﾝﾄﾞ等を注入孔に充填する｡ (写真-10) 

    使用道具: ﾊﾝﾏｰ ･ ﾓﾙﾀﾙ ･ 左官ｺﾞﾃ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          (写真-10) 注入孔の補修状況 

 

 

7)清掃 

  ･あふれ出た樹脂やﾏｽｶｰ等の養生を撤去する｡ 
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8)ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟの保管 

       ･ｸﾞﾘｽｶﾞﾝの先端ﾉｽﾞﾙを取外し､ﾄﾙｴﾝ等で洗浄する｡ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟの基剤を取外し､ﾘﾁｳﾑｸﾞﾘｽに換装

する｡ 換装後に取外した先端ﾉｽﾞﾙを再度ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟに取り付ける｡ 

･止水剤をﾘﾁｳﾑｸﾞﾘｽで押し出し､ｸﾞﾘｽﾎﾟﾝﾌﾟ内の止水剤を全てﾘﾁｳﾑｸﾞﾘｽに置換する｡(写真-11)  

･周辺が汚れない様にﾉｽﾞﾙにｶﾊﾞｰをかけて保管する｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          (写真-11) 止水剤とﾘﾁｳﾑｸﾞﾘｽの置換 

 

安全管理項目 

１） 整理・整頓 

（１） 材料の保管 

・直射日光、降雨等を避ける事の出来る一定の保管場所を確保し使用資材を保管する。 

・危険物指定資材および可燃物の保管には、関連法規及び条項を遵守して資材保管場所 

及び管理には、特に留意する。  

 

（２） 作業場所 

使用資材の仮置き場及び材料の計量撹拌場所は、整理整頓及び火気に充分留意す。   

 

２） 墜落事故・落下物の防止  

（１） 足場の点検 

 毎日の始業前に作業足場の柵止め、固定金具、足場板の確認を行う。 

 

（２） 高所作業での安全索縄の使用を励行する。 

 

（３） 工具等の落下 

 重量のある物体は無論の事ﾊﾝﾏｰ、ｽﾊﾟﾅ等の工具は足場板上など高所に放置しない。  

 

３） 火気管理 

（１） 火気厳禁の表示 

資材保管場所、作業場所には、「火気使用厳禁」表示し、必要に応じてﾛｰﾌﾟによる規制

を行う。 

 

（２）  喫煙場所 

指定場所を設置し、指定場所以外での喫煙は禁止する。  

 

４） 保護具 

各作業には適切な保護具を着用する。 


